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　目的　福島県郡山市湖南地区の農家の妻達（世帯主の母・妻・ア　ト　トリの妻）が幼

時から結婚するまで　それぞれの生家で受けたしつけや習いごとの経験を調査し、各

世代毎にどう変化したかを、主として家庭経営の変動との関連において把えたい○

　方法　　197 3年８　月の第１　次調査で福良　・三代　・　月形の各地区か　ら主と　して世帯主の

母と妻の二世代からの聴取りを行い、仝年12月から73年１　月にかけては　ア　ソケー　ト調

査により広く　湘南全域からの回答を得て概要を把え、更に　４月に補足調査をして事例

的にアト　トリの妻からの聴取1 も加えて考察した。

　結果　1）対象のうち世帯主の母に当る人達の子ども時代　即ち明治末期にはすでに

各村に小学校があり義務制も布かれていたが気侯条件や交通不便の上に家の貧しIさか

ら多くは満足に就学しておらず　　幼い弟妹のある者は、「子連れ通学」であった。従

って昼も留守居の祖母の手伝いで10才頃からフ　ｐたき・はき掃除・イロリの火くべ・

山や田への食事運び等生活に関する労働教育　を受けたことにな　る。　　2)学校が終わる

と直ちに農業労働力として組みこまれ、田・山仕事を始め養蚕・糸と　り　・　染め・織り

等を祖母や母から仕込まれた。つく　ろいは家で習ったが裁縫は結婚sir に外に習いに通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝつた。　　3)時代が下がるにつれ*作業内容が変化し、衣類の自給度等が減少して行く

中で生産技術教育は減退し、また生活技術的教育も漸次学校や社会に移されて、その

面での母や祖母から伝達されるこ　とも急速に減滅を辿ると　いう傾向が見られた。
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接聴取及び残存資料の提示を

時代の着装：洋装衣類の移入

上

校

代

関

－

は

他

－不

の

時

差

係

ツ

50

Ｓ

は

し

看

代

が

か

装

と

あ

才

23

部

た

ス

以

～

落

も

の

上

り

外

上

30

の

の

変

下

装

ツ

は

に

人

が

化

共

40

よ

キ

Ｓ

た

多

は

材

才

り

ソ

30

60

ち

い

少

質

代

早

グ

～

才

と

い

も

は

く

40

以

同

が

形

上

便

ス

に

上

　じ

、内

も異

着下

用　し

リ　ッ

集中

は　Ｓ

であ


